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西春日井郡豊山町青山神明地内
（北緯35度15分35秒 東経136度54分49秒）

愛知県基幹的広域防災拠点事業(消防学校)
令和6年12月〜令和７年２月
3,310㎡
鈴木正貴・酒井俊彦・梶田真由

調査は、愛知県防災安全局による愛知県基幹的広域防災拠点事業（消防学校）に伴う事
前調査として、愛知県県民文化局より委託を受け、令和６年12月〜令和７年２月まで実施
した。調査区は神明公園の南西部に位置している。調査面積は、3,310㎡で西側からGa区、
Gb区、Fa区、Fb区と区分した。

青山神明遺跡は、西春日井郡豊山町の北部に位置しており、小牧市から続く低位段丘上
に立地する。本遺跡の南東側には大山川、南西側には中江川があり、挟まれている。標高
は約10mである。

Fa区では、弥生時代後期の方形周溝墓や古代・中世の井戸、掘立柱建物などが見つかっ
ている。

方形周溝墓（601SZ）は南・東・西の３か所でコーナー部分を確認しており、このうち南
側と西側では溝が途切れている。溝の内側の規模は一辺が約12.5mを測る。しかし、埋土
上層からは礫群や須恵器杯蓋が出土しているため、今後詳しい時期の検討が必要となる。
埋土の下層からは弥生時代中期〜後期にかけての弥生土器甕が出土している。

一方、調査区南西側では602SZが見つかり、西のコーナー部分の一部のみ確認されてい
る。遺構の深さはおよそ10㎝と浅く、溝の内側の規模は一辺が約11mと推測される。周溝
の最下層から弥生土器壺の口縁部が見つかっている。おそらく、これらの方形周溝墓は弥
生時代後期のものと推測される。

古代の遺構としては、平安時代の井戸(0562SE)が１基見つかっている。深さは現在の地
表面から約１mで、江戸時代の大溝で一部が削られている。中世は、掘立柱建物が２棟と
井戸が5基確認されている。掘立柱建物の大きさは東西約4.5m×南北約3.5mで同じ場所
で建て替えられている。遺物は尾張型山茶碗、古瀬戸の鉢の底部が見つかっている。

江戸時代の大溝は、東西方向に伸びており調査区の北西隅でGb区の大溝とつながり丁
字になることが明らかとなった。青山神明遺跡24A区で確認された溝とつながる可能性が
ある。

Fb区は、Fa区よりも地形が下がっており、主に自然流路または湿地状の黒色土の堆積、
土坑が多数確認されている。

黒色の粘土層から方形土坑の下層部分が見つかっており、完形の山茶碗や小皿が伴うこ
とから土坑墓の可能性がある。遺物は、流路、湿地状の堆積から灰釉陶器や山茶碗が出土
している。

今回の調査では、古代以前の段階で方形周溝墓が作られており、中世は、西側が集落、
東側に土坑墓が展開していることが明らかとなった。 （鈴木正貴・梶田真由） 

調査の経過

立地と環境

調査の概要
2 4 F a 区

2 4 F b 区

ま と め

調査地点（1/2.5万「小牧」）

青
あおやましんめい

山神明遺跡（本発掘調査B）

愛知県埋蔵文化財センター　令和6年度　年報　2025.3



36

0 10m

掘立柱建物

溝方形周溝状墓

井戸
562SE

大溝519SD

方形周溝墓　
601SZ掘立柱建物１・２

井戸

　24Fa区図面

（1/400)

方形周溝墓
602SZ

N

24Fa 区１面目完掘状況　空撮近景（西から） 24Fa 区 601SZ 完掘状況（北西から）

24Fa 区１面目完掘状況　空撮近景（西から）
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　調査区は大山川北側の微高地の高位部分にあたり、西側は谷地形と推定される。調査
区西部は水田により基盤層が深さ 0.6m 程度階段状に削られており、谷地形の斜面を水平
に削って造成されたと考えられる。
　主な遺構・遺物は中世と近世である。中世の遺構は掘立柱建物 1 棟、井戸 2 基、土坑
墓 1 基などが検出された。掘立柱建物は西部やや北寄りで確認された。2 間× 3 間で長軸
を東西方向にとる。柱穴は径 0.5m、深さ 0.6m 程度である。柱の痕跡が認められ、根固
めが認められる。井戸は北西部で検出された。1 基は長径 1.8m、深さ 0.9m を測る。昇
降するための傾斜部と足場の平場が作り出されている。土坑墓は北西部で検出され、長
軸 1.0m、短軸 0.8m、深さ 0.2m を測る。扁平な円礫と陶器片が 2 点出土した。また、土
坑墓の可能性のある平面方形で底部が平な土坑が北東部で検出されている。近世の遺構
として 19 世紀代の東西方向溝３条が調査区南辺で確認された。近世末の陶磁器類が出土
した。
　中世の掘立柱建物は周囲に集落の建物遺構がなく、独立したものと考えられる。また、
井戸は特殊な形態であり、近辺に土坑墓が存在することから、調査区が中世の時期に特
殊な区域であった可能性がある。水田は近世末の溝群より新しい時期であり、基盤面を
深く削って造成されていることから近代以降の時期で近年の圃場整備まで存続したもの
と推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井俊彦）

Ga 区完堀状況（真上） 掘立柱建物（東より）

井戸 1019SE（西より） 土坑墓 1010ST（東より）

2 4 G 区
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